
18 - 18
19 - 16
13 - 16

Ｃ 18 - 17
A コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 1 2 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0
2 * 0 0 7 16 1 2 0 0 2 2 3 6 4 0
5 0 0 2 1 2 1 2 2 2 2 4 1 0 1 0
13 * 0 0 6 15 1 4 2 2 1 3 1 0 0 2
14 * 0 1 2 4 1 2 3 3 1 4 1 0 0 1
22 * 0 2 7 11 0 0 3 3 6 9 1 1 1 1
24 * 2 9 4 10 0 0 3 3 7 10 2 2 0 0
32 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
58 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
2 14 29 61 4 10 17 13 20 33 10 9 6 4

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 1 5 0 0 3 7 5 12 2 0 0 1
14 * 0 2 8 12 3 7 2 3 4 7 0 2 0 1
15 0 0 0 1 6 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
17 0 0 0 3 6 2 2 3 0 2 2 1 0 0 0
24 * 0 2 8 18 1 2 0 4 6 10 1 1 0 2
25 0 0 0 0 1 0 0 2 1 0 1 1 0 1 0
56 * 0 7 7 7 1 1 0 3 1 4 2 2 0 0
91 * 0 2 2 11 0 2 0 1 4 5 4 5 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

甲南大学
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コ ー ト
勝ち点３ 勝ち点５試 合 ＮＯ244

68 67

敗チーム

大阪大学

男子

戦評
【総括】
2部リーグ戦９日目の第４戦は、甲南大学と大阪大学による両者にとって、この試合は勝ったチームが2部上位リーグ
戦へと進むことができる大事な１戦となった。前半は、甲南大は#2岩崎のアシスト等を中心に、#24藤井の3Pシュート
や#13武田によるゴール下シュートで得点を重ねていく。対する大阪大は#91太田がゲームメイクをし、#24冠野のリバ
ウンドシュートや#14長谷のシュートで安定したゲーム運びをみせ、前半は、大阪大が3点リードで終了。後半に入っ
ても試合の展開は変わらず、大阪大#14長谷の連続得点、甲南大#2岩崎のトリックプレー等で一進一退の攻防が続
いたが、終盤、甲南大が流れを引き寄せ、68-67で勝利を収めた。
【第1ピリオド】
この試合の先制点は、甲南大#2岩崎のシュートで始まった。甲南大は、先制点をとり、#22小栗が得点に絡んでいく
が、大阪大#24冠野のオフェンスリバウンドやポストプレーを止めることができず、連続得点を許してしまう。甲南大が
シュートを決めれば、大阪大もシュートを決め返す両者一歩も譲らない試合展開となり18対18と同点で第1ピリオドを
終了。
【第2ピリオド】
第2ピリオドは、甲南大#24藤井の連続3Pシュートで大阪大を引き離しにかかるが、大阪大#15藤本、#17飛田、#56前
北のシュートで食い下がる。なかなか、試合を動かす決め手を、見つけることができず試合は、均衡状態のまま進ん
でいく。大阪大は、#14長谷や#56前北が3Pシュートで流れを掴もうとするが、ゴールに嫌われなかなか得点に結びつ
かない。対する甲南大#5稲葉や#24藤井も果敢に3Pシュートを狙うが、思うようにいかず、流れをものにできない。そ
のまま両者流れを掴むことができず、37-34で甲南大がリードで前半を終える。
【第3ピリオド】
第3ピリオドは、大阪大がシュートチャンスを作るがものにすることができない中、#24冠野や#56前北のリバウンドで
チャンスを増やし得点をしていく。対する甲南大も#22小栗や#24藤井が得点していく。その後、両者3分近く得点する
ことができず、苦しい展開が続いた。この状況を打開したのは、甲南大#2岩崎と#13武田の連携プレーで得点し今度
こそ引き離しにかかりたい甲南大だったが、大阪大#14長谷がそれを許さず、得点を決め返し追いすがる。第3ピリオ
ドもシーソーゲームとなり、50-50と同点で最終ピリオドを迎える。
【第4ピリオド】
迎える最終ピリオドは、大阪大#17飛田と#56前北がバスケットカウントを連続で決め、流れを掴むかと思われたが、甲
南大は#22小栗のブロックショットから#2岩崎が決めていく。ここで大阪大タイムアウトを要求するも、徐々に両者焦りが
見えはじめ、ミスが目立ち始める。ここで大阪大#14長谷が安定したプレーをみせチームを立て直す。甲南大も負け
ずと#24藤井がシュートを決める。両チーム意地と意地がぶつかり合い白熱した試合を繰り広げるも、残り1秒で#13武
田がシュートを見事に決め逆転に成功し甲南大が接戦を制した。
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岩﨑 秀飛 15 40

武田 賢章 13 23

Ｓ 選　手　名
ＦＴ

MIN

小坂 旋夏 2 9

AS ST BSTOPTS
３Ｐ ２Ｐ

0 - -

14 37

稲葉 圭一郎 3 27

0 -

0 -
-

下瀬 一輝 0 4

景山 瑛登 5 21
小栗 尚幸

-

0 - -

藤井 和月 14 36
太田 芳熙 2 3

-
0 - -

合　　　計 68

0 -
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RATE 14.3% 47.5% 40.0%

大阪大学

№ Ｓ 選　手　名
２Ｐ ＦＴ

ＦPTS

Team / Coach: 高木 憲章

12

岸本 涼太 2 26

ST MINTO AS

高木 健輔 0

飛田 拓海 8
藤本 大仁 2
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BS
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